
29

「新日本様式」とは、日本の伝統文化を現代的に再提言し、現在
の生活に相応しいかたちを創ろうという取組みです。その「新日本様
式」100選に、正法寺「ろうそく能」をはじめとする「佐渡の能を識る会」

〔代表：近藤利弘さん（金井地区）〕の活動が選ばれました。これは、
市民による「能」の新しい試みで、能を媒介とした活動が、地域の活
性化と文化の継承に役立っているとして評価されたものです。おめで
とうございます。
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井

岩首集落で自
主 防 災 訓 練が
行われ、地元住
民を中心に、128
名が参加しまし
た。

当日は悪天候
のため、予定して
いた訓練の一部
しか行われませ

んでしたが、参加者は住民避難訓練、消火栓による初期消
火訓練、消防署員による実技講習等を通して災害時におけ
る初期動作の大切さを学ぶ良い機会になったと思います。

猿八集会場、鳥
越文庫前で「第13
回猿八山の市」が
開催され、会場には
朝早くから大勢の
猿八ファンが訪れ賑
わいました。猿八産

品を紹介・普及するという当初の目的が達成されたことから、
９年目を迎えた今年で最後の市となりました。丹精込めて育
てた新鮮な野菜や、手作りパン、煎れたての珈琲や温かい
ぜんざい、地元の素材を活かした工芸品など、思いのこもっ
た様々な物が販売され、猿八でしか手に入らない物と、笑
顔・笑い声で市場はあふれていました。市の終わりに、訪れ
た方を見送ったのは、猿八の住人と初雪そして、この季節に
は珍しいけれど毎年この日に咲いている桜の花でした。いず
れまた何かの形で“再開“できることを期待して・・・。

 小木総合福祉センター「つくし」で、“ふれあい・出逢い・励
ましあい　助け合い・喜びあい・環境エコ”をテーマに、ふれ
あいまつりが開かれました。趣向をこらしたイベントに、来場者
と施設利用者・スタッフ・ボランティアが一体となり「あたたか
さ」を体いっぱいに感じながら、終始笑顔が絶えないお祭り
となりました。

地域の力で防災活動を
岩首自主防災訓練　１１月１８日

佐渡の能を識
し

る会が
「新日本様式」100選に選ばれました！

第１３回猿八山の市
１１月1８日

つくしふれあいまつり 
11月23日
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佐渡中央会館で
自主防災組織結成
のための説明会が行
われました。市政事
務嘱託員を中心に、
3 7名の方が集まり
説明に耳を傾けまし

た。会議は説明だけではなく「八幡銀杏の会」が自主防
災組織について発表し、実践活動の生の声を聞くことが
できました。天災はいつ起こるか予測ができません。災害
が発生した際に自分は何ができるのかを普段から考え、
地域で力を合わせ、災害に備えましょう！

地域の力で防災を！ 
１１月２０日
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▼

「佐渡の能を識る会」主催の正法寺「ろうそく能」


